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という｡その基本法則 として､自己相似 という大域的なもののみではな く､いわゆる
matchingruleという局所的なものをかなり重要と考えている｡自己相似性とは奇妙なもの
で､いうなれば､原子が自分の落ち着 き場所を見付けるのに ｢星占いJで判断するようなも
のである｡原子は自分のごく近 くだけを見て判断していると考えるほうが自然であろう｡自
己相似性は出発点ではなく､局所別の諾果 として必然的に起こる結果だという考え方であ
る｡少なくとも,現在の科学の常識的な立場は,そうである｡三次元ベンローズ構造につい
ても､de&atiozlとか､高次元諾晶格子の射影 といった大域的な視点からの構果則だけでな
く､局所的な梼莞別が必要である｡その探究がわれわれのグループの役割の一つであると考
えて局所別の発見を試みてはいるが､まだ､報告する投貯ではない｡
_乙ラ_Z的測地線
ここで述べるグラフ的測地旗は､ベンローズ紋様の.Aを対象としたものではなく､任意の
二次元三角形網の時政を見る一つの方法である｡
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折目が三角形の任意の二次元的な網が与えられたとしよう(あるいは平面の三角形分割 と
いってもよい)｡h本の糸が集まる語び日を､k価の点と呼ぶことにする｡各網目三角形の三
辺の中点を互いに若んで､それぞれに合同B_三角形を内接させる｡辺を共有する院の網目三
角形とは､共通辺上で内接三角形の項点どうLが相接し､そこでは､二本の這茄が交差して
いるように見える｡このような道の作る道路窮は､.元の窮が与えられれば､一義的に決定さ
れ､後に述べるような理由から､グラフ測地濃 と呼ぶ｡
次に､このように定義したグラフ測地旗､一本一本の姿･形を問題にする｡先ず､ トポロジ
カルに周期的な r岩晶的なJ三角形題ではどの結び目も6価の点であり､どのグラフ測地農
も直線的､かつ､全道路網は三姐の rグラフ的平行旗詳 Jからなる｡3≦k<6の点は,その
点を挟んで並んで足ろうとする道を互いに接近させようとする r収束性Jをもっている｡ま
た､k>6の点は逆に,その点を挟んで並んで走ろうとする道を互いに遠ざける ｢発散性Jを
もっている｡その若果､一本の道が自分自身と交差したり､閉じた環状蚤を形成したりする
ことが起こる｡局所的には直進している道が,空間に rグラフ的な局所曲率Jがあるために
曲げられていると辞訳できる｡これが,グラフ的測地農 とよぶ所以である｡
h価の点である諾び目Nに対してAN=h-6とおくと､環状港内の点についてのA.Vの緩和
は-6である｡充分に説明するゆとりがないが､この値は､単連岩な多面体表面として閉じた
三角形網が∑A.V=-12に対応することを考えると･いわば環状路は r大別 に相当する｡
菱形版ベンローズ紋様の場合,各菱形とも短い対角旗を詰んで作った三角形崩削ま､各準播
子点に粒子をおいてのDelau皿ay網に相当する｡この三角形網では､欺種の環状路､直選●
這､何度も自身と交差する閉路などあり､このような閉路は､無限大のものまで階層構造を
なしている｡正曲率域の一つのまとまった区切 りである環状蕗の多引三､他方､それに見合
う負曲事域の存在を意味し､ベンローズ鼓稔では､これらの二域が局所中和せず､曲事のゆ
ちぎががかなり大きいことを意味している｡なお､直選蕗はAnman格子状になっている｡
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